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開設の目的・概要　等

　デジタルセラピューティクスでは、従来の医療機関での診察という限られた時間での介入・評価だけではなく、デバイスを介した診察外での介入・評価、また、デバイスに蓄積されたデータや膨大な生体

情報を取得することが可能である。そのため、新たな治療介入の確立や、従来の解析手法とは異なる、生体情報の利用法も含めた新たな評価方法の確立が求められる。

　また、デジタルセラピューティクスは、疾患の治療のみならず、健康増進やスポーツ選手のパフォーマンス向上への応用も期待され、様々な生体情報の取得・分析を行うことで様々な研究分野に横断的

に連携・応用される可能性がある。本講座では、デジタルセラピューティクスに関する研究を推進することにより知見を集積し、国内のみならず諸外国へ向けて発信することを目指す。


